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年
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

年
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
すす

２３２３

23.　11.　123.　11.　1

会
員
募
集

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
ウ
イ
ン

グ
ス
）　

毎
週
水
曜
・
金
曜
日
の
午
前

　

時
～
正
午
、
南
町
運
動
広
場
、
滝

１０山
球
場
で
。
会
費
月
６
０
０
円
。
詳

し
く
は
金
子
☎
０
９
０
・
９
８
５
８
・

３
３
７
３
へ
。

　

◆
墨
華
（
ぼ
っ
か
）
書
道
会　

月

２
回
。
木
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、

ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
で
。
会
費
月
３
０

０
０
円
。
詳
し
く
は
鈴
木
☎
４
２

２
・
７
８
０
４
へ
。

　

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ　

月
３
回
。

木
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、
さ
い

わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
。
会
費
月
４
０
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
石
田
☎
０

８
０
・
３
２
７
７
・
７
１
６
６
へ
。

　

◆
マ
イ
フ
レ
ン
ド
歌
の
サ
ー
ク
ル

　

原
則
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後

１
時
半
～
３
時　

分
、
中
央
図
書
館

４０

ま
た
は
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
２
０
０
円
。
歌
集
に
よ
る
童

謡
・
唱
歌
、
思
い
出
の
歌
の
合
唱
。

　

歳
以
上
。
見
学
歓
迎
。
詳
し
く
は

６０半
田
☎
０
９
０
・
３
８
１
４
・
１
３

０
６
へ
。

　

◆
親
子
リ
ズ
ム
あ
そ
び
「
キ
ラ
キ

ラ
」　

祝
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
の

午
前　

時
～
正
午
、
浅
間
町
地
区
セ

１０

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
円
。
会

費
月
１
４
０
０
円
。
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
。
詳
し
く
は
竹
中
☎
０
９

０
・
６
５
１
９
・
６
３
７
６
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
東
久
留
米
ダ
ン

ス
楽
踊
会
）　

毎
週
月
曜
日
の
午
後

６
時
～
８
時
半
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
３
０

０
０
円
。
詳
し
く
は
菅
原
☎
０
９

０
・
２
２
１
８
・
４
６
３
６
へ
。

　

◆
韓
国
語
勉
強
会　

月
４
回
。
初

級
が
火
曜
日
の
午
前　

時
～　

時
、

１０

１１

入
門
（
新
設
）
が　

時
半
～
午
後
零

１１

時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
３
５
０
０
円
。
韓
国
語
教
員
資

格
者
の
韓
国
人
女
性
が
会
話
中
心
に

丁
寧
に
指
導
。
詳
し
く
は
加
木
（
か

ぎ
）
☎
０
８
０
・
１
１
０
９
・
７
９

９
２
へ
。

　

◆
表
千
家
流
・
茶
道
（
松
和
〈
し
ょ

う
わ
〉会
）　

月
２
回
。
土
曜
日
の
午

後
１
時
～
３
時
半
、
ま
ろ
に
え
ホ
ー

ル
で
。
会
費
月
２
５
０
０
円
（
菓
子

代
含
む
）。
初
心
者
に
基
本
か
ら
指

導
。
気
軽
に
見
学
・
無
料
体
験
を
。

詳
し
く
は
尾
田
☎
４
７
２
・
２
３
４

９
へ
。

　

◆
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協

会　

月
８
回
。
主
に
月
曜
・
水
曜
日

の
午
前
、
西
部
運
動
広
場
ほ
か
で
。

会
費
年
１
４
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
藤
沢
☎
４
７
３
・
３
６
２

２
へ
。

　

◆
カ
メ
ラ
ハ
イ
ク
（
く
る
め
写
真

教
室
）　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
野
外

撮
影
。
第
４
土
曜
日
の
午
後
３
時
～

５
時
、
八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
作

品
の
講
評
。
会
費
月
３
０
０
０
円

（
交
通
費
別
途
）。
男
女
２
人
募
集
。

詳
し
く
は
榎
本
☎
４
７
３
・
１
９
６

１
へ
。

　

◆
将
棋
愛
好
会　

毎
週
水
曜
日
の

午
後
７
時
～　

時
、
ま
ろ
に
え
ホ
ー

１０

ル
で
。
会
費
月
２
０
０
円
。
小
学
生

～
高
齢
者
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
自

由
。
詳
し
く
は
平
松
☎
４
７
１
・
５

７
７
１
へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス（
メ
リ
ア
フ
ラ
）　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
４
時

半
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町

ほ
か
で
。
会
費
月
４
５
０
０
円
。
中

級
以
上
の
方
。
見
学
・
体
験
可
。
詳

し
く
は
高
塩
☎
４
７
４
・
３
８
５
７

へ
。

　

◆
ス
ペ
イ
ン
語
同
好
会（
中
級
）　

毎
週
月
曜
日
の
午
前　

時
か
ら
、
西

１０

部
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
わ
く
わ

く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
会
費
月
１
０
０

０
円
。
会
話
力
・
読
解
力
を
高
め
、

ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
文
化
や
音
楽
な
ど

を
楽
し
む
。
詳
し
く
は
山
口
☎
４
６

７
・
６
０
２
２
へ
。

　

◆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

Ｂ
Ｓ
Ｄ　

月
曜
日
の
午
後
８
時　

分
４５

～　

時　

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

１０

５０

で
。
会
費
１
回
１
０
０
０
円
。
初
心

者
対
象
に
基
本
か
ら
優
し
く
指
導
。

　

歳
代
～　

歳
代
在
籍
。
詳
し
く
は

１０

６０

井
上
☎
０
９
０
・
３
６
９
５
・
６
０

７
４
へ
。

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　

月
１
回
。

第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時
、

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
充
実
に
。
詳
し
く

は
大
塚
☎
４
７
３
・
３
０
７
５
へ
。

　

◆
東
久
留
米
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
会　

月
１
回
。
市
内
お
よ
び
近

く
の
探
鳥
地
へ
日
帰
り
。
会
費
年
１

２
０
０
円
。
余
暇
の
楽
し
み
に
。
自

然
環
境
学
習
に
も
最
適
。
初
心
者
歓

迎
。
詳
し
く
は
森
☎
４
７
５
・
９
０

６
０
へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス（
プ
ル
メ
リ
ア
）　

月
３
回
。
月
曜
日
の
夜
間
、
西
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
４
５
０
０

円
。　

歳
以
上
の
方
。
詳
し
く
は
山

５０

田
☎
４
７
４
・
８
３
５
６
へ
。

　

◆
盆
栽
連
合
会　

月
２
回
。
第

２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、
ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
・
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
月
２
０
０

０
円
。
盆
栽
の
作
り
方
・
育
て
方
を

講
師
と
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
原
☎
４
６
５
・
９
４
０
０
へ
。

催

し

　

◆
秋
の
自
然
観
察
会
（
さ
ん
ぽ
＆

自
然
観
察
の
会
）　　

月　

日
（
金
）

１１

１８

午
前
９
時
半
～
午
後
零
時
半
、
市
役

所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
集
合
。
小
雨
実

施
。
参
加
費
３
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）。
南
沢
で
季
節
の
花
や
実
り
、

生
き
物
の
冬
へ
の
準
備
な
ど
を
ゆ
っ

く
り
観
察
。
筆
記
用
具
持
参
。
要
申

し
込
み
。
詳
し
く
は
横
田
☎
４
７

３
・
５
９
９
７
へ
。

　

◆
お
ち
ゃ
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

　
　

月
６
日
（
日
）
午
前　

時
～
午

１１

１０

後
２
時
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役

所
向
か
い
）
で
。
参
加
費
（
持
ち
込

み
）
無
料
。
当
日
直
接
会
場
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
江
波
☎

４
７
３
・
８
８
１
５
へ
。

　

◆
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交

流
大
会
（
東
久
留
米
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
）　　

月
３
日
（
祝
）
午

１１

前
９
時
～
午
後
６
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
第
１
体
育
室
で
。
市
内
外
の

チ
ー
ム
と
の
交
流
試
合
。
観
戦
無
料
。

上
履
き
持
参
。
詳
し
く
は
有
賀
（
あ

る
が
）
☎
４
７
２
・
８
４
４
０
へ
。

　

◆
ス
リ
ン
グ
講
習
会
（
ひ
が
し
く

る
め
助
産
師
会
）　　

月　

日
（
日
）

１１

２７

午
前　

時
～　

時
半
、
わ
く
わ
く
健

１０

１１

康
プ
ラ
ザ
集
会
室
３
で
。
参
加
費
１

５
０
０
円
（
夫
婦
で
の
参
加
は
２
０

０
０
円
）。
赤
ち
ゃ
ん
の
布
製
だ
っ

こ
ひ
も
の
コ
ツ
を
伝
授
。
赤
ち
ゃ
ん

と
ご
一
緒
に
。
詳
し
く
は
斧
原
（
お

の
は
ら
）
☎
０
９
０
・
７
２
３
８
・

３
５
２
４
へ
。

　

◆
家
事
家
計
簿
講
習
会
（
武
蔵
野

友
の
会
）　　

月　

日
（
木
）
午
前　

１１

１７

１０

時
～　

時
半
、
成
美
教
育
文
化
会
館

１１

で
。
参
加
費
３
５
０
円
（
資
料
代
）。

託
児
代
１
５
０
円（
軽
食
付
き
）。
講

習
会
の
テ
ー
マ
は
「
み
つ
け
よ
う 
は

じ
め
よ
う 
ち
ょ
う
ど
よ
い
暮
ら
し
」。

詳
し
く
は
小
田
切
☎
４
７
５
・
９
０

４
３
へ
。

　

◆
バ
ク
さ
ん
と
唄
お
う
年
末
う
た

ご
え
喫
茶
（
西
部
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ

ン
）　　

月
３
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１２

４
時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階
で
。

参
加
費
５
０
０
円
。
要
事
前
申
し
込

み
。
先
着　

人
。
詳
し
く
は
乾
（
い

６０

ぬ
い
）
☎
４
７
５
・
３
３
１
４
（
夜

間
）
へ
。

　

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
タ
イ
ム

マ
シ
ー
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
）　　

月　
１１

２０

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
３
時
、

１０

市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
（
雨
天
時

は
屋
内
ひ
ろ
ば
）
で
。
参
加
費
１
グ

ル
ー
プ
１
０
０
０
円
。
出
店
募
集
中
。

ご
家
庭
の
不
用
品
を
持
ち
寄
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
飛
田

（
と
び
た
）
☎
０
９
０
・
４
０
０
０
・

３
３
０
０
へ
。

　

◆
シ
ャ
ロ
ー
ム
祭
（
シ
ャ
ロ
ー
ム

東
久
留
米
）　　

月
６
日
（
日
）
午
前

１１

　

時
～
午
後
３
時
、
シ
ャ
ロ
ー
ム
東

１０久
留
米
（
南
沢
五
丁
目
）
で
。
入
場

料
無
料
。
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
平
尾
☎
４
６
７
・
１
６
４
８
へ
。

　

◆
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト（
フ
リ
マ
実
行
委
員
会
）　　
１１

月
６
日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
２

１０

時
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。

詳
し
く
は
白
石
☎
４
７
４
・
９
５
２

０
へ
。

　

◆
公
開
講
座
と
相
談
会
（
東
久
留

米
市
行
政
書
士
之
会
）　　

月　

日

１１

２５

（
金
）
が
相
続
手
続
、　

月　

日

１２

２３

（
祝
）
が
遺
言
書
。
い
ず
れ
も
午
後

１
時
～
５
時
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５

（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
参
加
費
無

料
。
基
礎
知
識
の
解
説
。
相
談
を
希

望
の
方
は
要
予
約
。
先
着　

人
。
詳

２５

し
く
は
、
い
が
ら
し
☎
４
７
５
・
０

５
５
１
へ
。

　

◆
身
の
回
り
の
放
射
能
に
つ
い
て

の
勉
強
会
（
放
射
能
か
ら
子
ど
も
を

守
る
会
＠
東
久
留
米
）　　

月　

日

１１

１１

（
金
）
午
前　

時
～
正
午
、
ま
ろ
に

１０

え
ホ
ー
ル
和
室
で
。
参
加
費
無
料
。

子
ど
も
同
伴
可
。
詳
し
く
は
荒
川
☎

０
９
０
・
２
３
６
５
・
９
０
４
８
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
は
ち
ま
ん
保
育
園
父

母
会
）　　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２０

１０

～
午
後
１
時
、
は
ち
ま
ん
保
育
園
園

庭
で
。
雨
天
決
行
。
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
カ
セ
ダ
☎
４
７

３
・
７
９
３
０
へ
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
「
い
き
い
き
長

寿
社
会
」
の
主
役
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

充
実
し
た
熟
年
生
活
を
お
考
え

の
方
、
ぜ
ひ
老
人
ク
ラ
ブ
に
ご
入

　

団
塊
く
る
ね
っ
と
で
は
、
こ
れ

か
ら
地
域
で
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
活
動
な
ど
を
考
え
て
い
る
団

塊
世
代
の
市
民
を
対
象
に
、
地
域

デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
や
楽
し
さ

を
語
り
合
っ
た
り
、
地
域
参
加
の

糸
口
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、「
団
塊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

共
催
は
団
塊
く
る
ね
っ
と
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
、

東
久
留
米
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、
東
久
留
米
市
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
土
）
午
後

１１

１９

　
　

月
９
日
（
水
）
～　

日
（
火
）

１１

１５

の
１
週
間
は
秋
の
火
災
予
防
運
動

で
す
。
防
火
防
災
に
関
す
る
意
識

や
防
災
行
動
力
を
高
め
、
火
災
や

地
震
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
よ
う

　
　

年
４
月
１
日
か
ら
、
全
て
の

２２

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の

煙
や
熱
な
ど
を
感
知
し
て
、
音
声

や
警
報
音
で
知
ら
せ
る
た
め
、
火

災
の
早
期
発
見
に
大
変
有
効
で
す
。

奏
功
例
も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

た
後
は
、
日
頃
か
ら
手
入
れ
や
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

▼
警
報
器
に
ホ
コ
リ
が
付
く
と

火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

汚
れ
が
目
立
っ
た
ら
、
乾
い
た
布

で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
▼
電
池
切

れ
の
時
は
音
声
や
ピ
ッ
・
ピ
ッ
・・・

と
短
い
音
が
一
定
の
間
隔
で
な
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
作
動
す
る
か
、

月
に
１
回
は
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

テ
ス
ト
は
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、

ひ
も
を
引
い
て
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質

な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

②
事
業
所
の
防
火
防
災
対
策
を

進
め
よ
う

　

消
防
法
に
よ
り
飲
食
店
、
物
品

販
売
店
舗
な
ど
の
事
業
所
（
特
定

防
火
対
象
物
）
は
年
２
回
以
上
の

消
火
お
よ
び
避
難
訓
練
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
き
な
地
震
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
事
業
所
と
地

域
住
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
こ

　

公
募
の
市
民
６
人
が
企
画
・
執

筆
し
、
年
２
回
発
行
し
て
い
る
情

報
誌
「
と
き
め
き
」
を
ご
存
じ
で

す
か
。
家
庭
、
地
域
、
職
場
で
男

　

東
久
留
米
市
農
業
経
営
者
ク
ラ

ブ
で
は
、
今
年
度
の
「
親
子
農
業

体
験
」
の
２
回
目
と
し
て
、
野
菜
・

果
樹
・
花
卉
（
き
）
農
家
を
回
り
、

摘
み
取
り
な
ど
を
体
験
す
る
「
農

ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
持

ち
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
を
温
か

く
見
守
り
、
自
分
に
で
き
る
範
囲

で
支
援
す
る
方
を

い
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
は

全
国
的
に
展
開
さ

「
気
づ
か
な
い
・・・
Ｄ
Ｖ
」を
考
え

「
気
づ
か
な
い
・・・
Ｄ
Ｖ
」を
考
え
るる

p
a
r
t

p
a
r
t
７７

「
ふ
た
り
の
関
係
が
お
か
し
い
と
感

「
ふ
た
り
の
関
係
が
お
か
し
い
と
感
じじ
たた
ら
」
ら
」

東
久
留
米
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

東
久
留
米
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会会

（
久
老
連
）の
会
員
を
募
集
し
ま

（
久
老
連
）の
会
員
を
募
集
し
ま
すす

親子で農業体験を！

　

自
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
を
対
象
に
、
安
心
し

て
介
護
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

認知症サポーター養成講座

れ
て
い
ま
す
（
資
格
取
得
の
講
座

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
今
回
は
身

近
な
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

主
催
で
す
。
お
近
く
の
会
場
へ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

①
中
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催

　

▼
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午

１１

１８

後
１
時
半
～
３
時
（
受
け
付
け
は

１
時
か
ら
）
▼
会
場　

中
央
町
地

区
セ
ン
タ
ー
（
中
央
町
６
ノ
１
ノ

１
）
▼
定
員　

先
着　

人
２０

②
東
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催

　

▼
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午

１１

２６

後
２
時
半
～
４
時
（
受
け
付
け
は

２
時
か
ら
）
▼
会
場　

東
部
地
域

セ
ン
タ
ー
講
習
室
（
大
門
町
２
ノ

　

こ
の
体
験
会
は
、
市
内
在
住
の

親
子
を
対
象
に
、
農
業
体
験
を
通

し
て
、
農
作
業
の
大
変
さ
や
楽
し

さ
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
た
都
市
に
残
る
農
地
・
緑

の
必
要
性
を
感
じ
て
、
農
業
の
大

切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
農
家
の
方

と
触
れ
合
い
、
東
久
留
米
の
農
業

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
親
子
で
話

し
合
う
場
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
日
）
午
後

１１

２７

１
時
～
４
時
（
集
合
は
午
後
零
時

半
。
小
雨
決
行
）

　
【
集
合
場
所
】市
役
所
１
階
屋
外

ひ
ろ
ば

　
【
コ
ー
ス
な
ど
】南
沢
一
丁
目
～

中
央
町
三
・
五
丁
目
方
面
の
農
家

５
件
を
予
定

　
【
対
象
・
定
員
】
市
内
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
、
先
着　

人
４０

（
親
子　

組
程
度
）

１５

　

※
集
合
場
所
ま
で
徒
歩
ま
た
は

自
転
車
で
参
加
で
き
る
方
に
限
り

ま
す
。

　
【
費
用
】
１
組
５
０
０
円
（
保
険

料
な
ど
）

　

※
歩
き
や
す
く
、
作
業
し
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は　

月
１
日
（
火
）

１１

午
前
８
時
半
か
ら
電
話
で
産
業
振

興
課
緯
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

変
身
。
仕
事
も
箏
弾
き
も
一
生
懸

命
な
今
ど
き
の
青
年
の
ト
ー
ク
と

演
奏
会
で
す
。

「今ドキ！若者たち
のワークライフ
　バランス」

４
時
～
８
時

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
内
容
な
ど
】１
部
＝
基
調
講
演

「
高
齢
者
の
た
め
の
元
気
づ
く
り

集
団
、
大
正
浪
漫
一
座
が
世
界
で

活
躍
～
歌
や
踊
り
を
通
じ
て
健
康

増
進
や
生
き
い
き
が
い
を
作
る

～
」。
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
正

浪
漫
一
座
座
長
で
東
京
学
芸
大
学

名
誉
教
授
・
三
重
中
京
大
学
客
員

教
授
の
阪
上
順
夫
（
の
ぶ
お
）
氏

（
市
内
在
住
）
▼
２
部
＝
団
塊
世

代
お
か
え
り
な
さ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
会
を
行

い
ま
す
）

　
【
参
加
費
】５
０

０
円
（
チ
ケ
ッ
ト

制
。
軽
食
・
ド
リ

ン
ク
付
き
）

　
【
対
象
】団
塊
の
世
代
な
ど
で
地

域
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

　
【
定
員
】
１
０
０
人

　

チ
ケ
ッ
ト
は
市
民
プ
ラ
ザ
、
東

部
・
南
部
・
西
部
の
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
頒

布
中
。
団
塊
く
る
ね
っ
と
の
詳
し

い
活
動
情
報
は
東
久
留
米
の
ふ
れ

あ
い
情
報
サ
イ
ト
「
く
る
く
る
」

（http://kuru2.genki365.ne

                         

t  /  
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係
緯
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　

司
会
に
は
邦

楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル

編
集
長
の
田
中

隆
文
氏
を
お
迎

え
し
ま
す
。
邦
楽
よ
も
や
ま
話
も

お
楽
し
み
に
。

　

共
演
演
奏
は
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
ア
ン

た
ら
、
Ｄ
Ｖ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

幸
せ
な
家
庭
生
活
も
Ｄ
Ｖ
の
認
識

か
ら
知
っ
て
お
き
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
土
）
午
後

１１

１９

１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
講
師
】N
P
O
法
人
女
性
の
ス

ペ
ー
ス
「
結
」
理
事
の
中
村
敏
子

氏
　
【
定
員
】先
着　

人　

※
２
歳
～

２４

未
就
学
児
の
保
育
あ
り
。　

月
９

１１

会
く
だ
さ
い
。

　

◎
よ
ろ
ず
や
大
学
＝
書
道
、
踊

り
、
民
謡
、
詩
吟
、
唄
お
う
会
、

朗
読
、
俳
句
、
い
き
い
き
体
操
、

手
芸
の
９
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。

専
任
講
師
に
よ
る
１
年
間
無
料
講

座
で
す

　

◎
健
康
増
進
活
動
＝
①
健
康
運

動
士
（
整
形
外
科
医
）
を
講
師
と

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
会
②
定
期

的
な
体
力
測
定
（
年
２
回
）

　

◎
社
会
奉
仕
活
動
＝
①
児
童
見

守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
②
施
設
演
芸
慰

問
　

◎
生
き
が
い
活
動
＝
年
３
回
、

ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

「
よ
ろ
ず
や
大
学
」
発
表
会
お
よ

び
芸
能
大
会
。
都
老
連
演
芸
大
会

へ
の
出
場

　

◎
ス
ポ
ー
ツ
活
動
＝
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投

げ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

都
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
出
場

　

加
入
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

福
祉
総
務
課
高
齢
者
福
祉
係
☎
４

７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
５
０

８
）
へ
。

ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
に
縛
ら
れ
ず

に
能
力
を
生
か
し
た
、
そ
の
人
ら

し
い
生
き
方
を
実
現
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、

医
師
の
食
事
制
限
指
示
が
あ
る
方

は
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
【
定
員
】
先
着　

人
１５

　
【
参
加
費
】
６
５
０
円
（　

月　
１１

１４

日
の
会
食
代
）

②
の
び
の
び
体
操
教
室

　

最
近
、
足
腰
が
少
し
弱
っ
て
き

た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
老
化
は
気
付
か
な
い
間
に
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
足
腰
を

鍛
え
る
た
め
に
何
か
し
た
い
け
れ

ど
「
き
っ
か
け
」
が
な
い
方
を
対

象
に
、
老
化
予
防
の
体
操
教
室
を

行
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
き
っ
か

け
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
運

動
習
慣
の
な
い
方
も
無
理
な
く
参

加
で
き
る
内
容
で
す
。

　
【
日
時
】
全
６
回
。　

月　

日
・

１１

１６

　

日
、　

月
７
日
・　

日
・　

日
・

３０

１２

１４

２１

　

日
。
い
ず
れ
も
水
曜
日
の
午
後

２８１
時　

分
～
２
時　

分

２０

５０

　
【
会
場
】
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
市
内
各
地
域
か
ら
送
迎
バ
ス
あ

り
）

　
【
内
容
】
ス
ト
レ
ッ
チ
、
簡
単
な

体
操
な
ど

　
【
対
象
】　

歳
以
上
で
市
内
在
住

６５

の
方
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。「
心
臓
病
・
血
圧
が

高
い
、
足
腰
の
痛
み
な
ど
で
運
動

が
困
難
な
方
」「
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方
」
な
ど

　
【
定
員
】　

人　

※
運
動
習
慣
の

１５

な
い
、
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま

す
。

　
【
費
用
】無
料　

※
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
バ
ス
を
利
用
す
る
方
は

実
費
（
事
前
に
登
録
料
支
払
い
）

が
か
か
り
ま
す
。

　
【
用
意
す
る
物
】
運
動
靴
（
内
ば

き
用
、
バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
は

不
可
）、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル　

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で

ご
参
加
を
。

　

申
し
込
み
は
①
②
の
い
ず
れ
も

　

月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
、

１１電
話
で
介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係

（
内
線
２
５
０
１
、
２
５
０
２
、

２
５
５
７
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

サ
ン
ブ
ル
、
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
「S

ara's
m
ind

        
   
」。

　

企
画
・
運
営
は
働
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
会
「
シ
ッ
カ
リ
」。

　
【
日
時
】　

月
３
日
（
土
）
午
後

１２

１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
定
員
】
先
着
１
０
０
人

　
【
参
加
費
】２
０
０
円（
資
料
代
）

　

※
２
歳
～
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。　

月
２
日（
水
）～　

日（
月
）

１１

２１

ま
で
に
要
予
約
。

　

申
し
込
み
は　

月
２
日
（
水
）

１１

～　

月
１
日
（
木
）
に
氏
名
・
電

１２

共
に
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

し
て
い
る
情
報
誌
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
」

に
、
情
報
誌
の
編
集
を
通
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

月
１
回
程
度
、
会
議
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
取
材
や
地
域

と
が
重
要
で
す
。
機
会
を
と
ら
え

て
協
力
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

　

③
地
域
の
防
火
安
全
対
策
を
進

め
よ
う
〜
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ

る
火
災
を
防
ぐ
〜

　

火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
恐
ろ
し

さ
を
教
え
よ
う
▼
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
は
施
錠
の
で
き
る
場
所
で
保

管
し
よ
う
▼
地
域
で
火
遊
び
が
で

き
な
い
環
境
を
つ
く
ろ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
中
の
行
事

◎
防
火
の
つ
ど
い

　

▼
日
程　
　

月　

日
（
火
）
午

１１

１５

後
１
時
半
か
ら
▼
会
場　

ま
ろ
に

え
ホ
ー
ル（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容　

第
１
部
＝
火
災
予
防
功

労
者
表
彰
式
▽
第
２
部
＝
防
火
講

演
会
「
子
ど
も
の
た
め
の
火
災
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
▼
講
師　

在
日

米
海
軍
司
令
部
地
域
統
合
消
防
隊

予
防
課
長
の
長
谷
川
祐
子
氏
▼
入

場
料　

無
料

◎
消
防
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

　

▼
日
程　
　

月　

日
（
土
）・　

１１

１２

１３

日
（
日
）
▼
会
場　

市
民
み
ん
な

　

年
度
東
京
消
防
庁
防
火
標
語

２３「
守
り
た
い　

防
火
の
心
で　

み
ん
な
の
笑
顔
」

（
作
者
＝
佐
藤
晴
菜
〈
せ
い
な
〉
さ
ん
〈
北
区
〉）

基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
初
心
者
向
け
の
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

介
護
し
て
い
る
家
族
に
は
、
排

せ
つ
の
介
助
が
付
き
も
の
で
す
。

今
回
は
排
せ
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、

介
助
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
水
）
午
後

１１

１６

１
時
半
～
３
時
半
（
受
け
付
け
は

１
時
か
ら
）

　
【
会
場
】
介
護
老
人
保
健
施
設

　圏域５市（東久留米市、小平市、東村山市、清
瀬市、西東京市）を代表する著名な美術家の作品
（絵画）を展示します。ぜひご鑑賞ください。主
催は多摩北部都市広域行政圏協議会。企画は圏域
美術家展実行委員会。
　▼日時　１１月１５日（火）～２０日（日）午前１０時
～午後６時（２０日は午後５時まで）　▼会場　東
村山市立中央公民館１階展示室（東村山市本町２
－３３－２）　▼交通　西武新宿線東村山駅東口か
ら徒歩２分　▼入場料　無料◆当日直接会場へ
　詳しくは同館☎０４２・３９５・７５１１へ。

多摩六都フェア
多摩北部５市美術家展
（第２４回圏域美術家展）

　

近
年
発
生
し
た
地
震
で
け
が
を

し
た
原
因
を
調
べ
る
と
、
約
３
割

～
５
割
が
家
具
類
の
転
倒
・
落
下

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

も
都
内
で
家
具
類
の
転
倒
・
落
下

に
よ
り
け
が
を
し
た
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。
地
震
時
の
負
傷
防
止
や

の
ま
つ
り
会
場
内
▼
内
容　

防
火

女
性
の
会
バ
ザ
ー
、
消
防
少
年
団

に
よ
る
防
火
Ｐ
Ｒ
、
チ
ビ
ッ
コ
消

防
隊
変
身
コ
ー
ナ
ー
、
東
京
消
防

庁
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
（　

日
午
後

１３

３
時　

分
か
ら
。
雨
天
中
止
）

１５

◎
消
防
演
習

　

地
域
商
店
街
・
消
防
署
が
合
同

避
難
路
を
確
保
す
る
た
め
、
家
具

類
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

で
訓
練
と
消
防
演
習
を
実
施
し
ま

す
。

　

▼
日
程　
　

月
９
日
（
水
）
午

１１

前
９
時
か
ら
▼
会
場　

滝
山
中
央

名
店
街（
滝
山
四
丁
目
１
番
付
近
）

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
緯

４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

秋の火災予防運動ポスター

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
緯

４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で　

歳
２０

以
上
の
方

　
【
募
集
人
数
】
２
人
（
書
類
選
考

お
よ
び
面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

面
接
は　

月
下
旬
を
予
定
し
て
い

１１

ま
す
）

　
【
任
期
】
２
年

　
【
応
募
方
法
】　

月　

日（
金
）ま

１１

１８

で
に
（
必
着
）、
応
募
の
動
機
を
８

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、

市
役
所
生
活
文
化
課
あ
て
郵
送
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（seikatsu

         

bunka@
city.higashikurum

e

      
                 
 .  

lg.j

    p  
）
で
送
信
を

　

詳
し
く
は
同
課
男
女
共
同
参
画

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

日
（
水
）
ま
で
に
要
予
約
。

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は　

月　
１１

１７

日
（
木
）
ま
で
に
、
氏
名
・
電
話

話
番
号
・
保
育
が
必
要
な
方
は
お

子
さ
ん
の
氏
名
と
年
齢
を
電
話

（
４
７
２
・
０
０
６
１
）
ま
た
は

直
接
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
火
曜
休
館
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

ノ
５
）
▼
講
師　

東
北
福
祉
大

１０学
感
性
福
祉
研
究
所
研
究
員
の
関

根
一
夫
氏
▼
定
員　

先
着　

人
７０

①
②
共
通
事
項

　

▼
講
義
内
容　
「
認
知
症
の
正

し
い
理
解
や
接
し
方
に
つ
い
て
」

「
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ

と
」な
ど
▼
対
象
者　

市
内
在
住
・

在
勤
の
方
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
の
な

い
方
▼
費
用　

無
料　

※
受
講
修

了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
目
印
と
な
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
、
①
が

　

月　

日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で

１１

１５

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
０
・
８
１
８
６
、
②
が　

月
１１

　

日
（
火
）
か
ら
電
話
で
東
部
地

１５域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
へ
。

番
号
・
保
育
が
必
要
な
方
は
お
子

さ
ん
の
氏
名
と
年
齢
を
電
話
（
４

７
２
・
０
０
６
１
）
ま
た
は
直
接
、

同
セ
ン
タ
ー
へ
。

「
ケ
ア
東
久
留
米
」
５
階
会
議
室

（
幸
町
３
ノ　

ノ　

）

１１

１０

　
【
内
容
】「
排
せ
つ
介
助
」

　
【
講
師
】「
ケ
ア
東
久
留
米
」
看

護
主
任
の
大
西
球
子
氏
ほ
か

　
【
対
象
】介
護
の
必
要
な
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

　
【
費
用
】
無
料

　
【
定
員
】先
着

　

人
３０
　

申
し
込
み
は

　

月
９
日（
水
）

１１ま
で
に
、
直
接
ケ
ア
東
久
留
米
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

９
・
０
８
０
０
へ
。

市内の老人クラブ一覧

電話番号会長（所在地）クラブ名

４７２・６０４６広瀬寿乃（上の原）上の原クラブ

４２２・４１４７池浦巳四喜（浅間町）落合ふれんず

４７４・９８０９内藤徹（大門町）門前会

４２２・８５９６新井節（浅間町）松栄会

４７３・２９０２桑本弘（氷川台）氷川台サンライズ

４７３・０６２３八木妙子（大門町）大門クラブ

４６７・７９６０山田惠（ひばりが丘団地）ひばりが丘クラブ

４７６・１０５５横井祐（中央町）丸実会

４７３・０５０６河村文雄（中央町）南立花会

４５８・１５５２土屋正夫（中央町）銀杏会

４７１・５７０５吉田泰子（中央町）悠々会

４７１・１３７３國重暢（本町）福寿会

４７１・２５８５松本ヒロ（小山）小山クラブ

４７１・４０１９杉井貴佳（野火止）野火止会

４７４・２３１８河合昌幸（前沢）ひまわり会

４７４・６５１３石原豊之（野火止）ほんむらクラブ

４７１・０５３２谷古宇和夫（中央町）中央クラブ

４７１・５７４２對馬寛（八幡町）八幡クラブ

４７１・２３９４臼井文彦（柳窪）雅友会

４７３・４９３９小柳リウ(前沢）前沢ときわ会

４５８・２６８１鷹羽粛（前沢）滝山青葉会

４７２・５８０４有賀康明（滝山）草の実会

４７３・２５６６野崎健男（柳窪）柳窪みどり会

４７５・１３７２大久保栄（下里四丁目）メダカの会

４７５・２０１７吉松哲昭（下里七丁目）いちようクラブ

４７３・１２９２野村五郎（下里四丁目）西美里会

４７３・４７０２木村六郎（滝山）滝山会

「農ウォーク」「農ウォーク」にに
ご参加くださご参加くださいい

認知症につい認知症についてて
正しい知識を学正しい知識を学びび
ませんませんかか

男
女
共
同
参
画
情
報
誌「
と
き
め
き
」

男
女
共
同
参
画
情
報
誌「
と
き
め
き
」のの

編
集
委
員
を
募

編
集
委
員
を
募
集集

家
族
介
護
者

家
族
介
護
者
教教
室室

トーク＆演奏トーク＆演奏会会
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
団
塊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」をををををををををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
団
塊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」をををををををををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

防
予
化

室
教

老
①
若
さ
を
保
つ
！　
元
気
食
教

室
　

い
つ
も
同
じ
献
立
だ
っ
た
り
、

一
日
２
食
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
栄
養
が
十
分
で
な
い
と

老
化
も
進
み
ま
す
。
元
気
の
出
る

食
べ
方
の
コ
ツ
を
栄
養
士
が
お
伝

え
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
全
２
回
。　

月　

日

１１

１４

（
月
）
が
午
前　

時
～
午
後
零
時

１０

半（
会
食
あ
り
）、　

月　

日（
月
）

１１

２８

が
午
前　

時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
３
会

議
室

　
【
内
容
】①
老
化
予
防
の
食
事
や

簡
単
で
栄
養
の
あ
る
料
理
方
法
に

つ
い
て
の
講
義
（
調
理
実
習
は
あ

り
ま
せ
ん
）
②
会
食
な
ど
を
通
し

た
参
加
者
と
の
楽
し
い
交
流
な
ど

　
【
対
象
】市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

で
老
化
予
防
の
食
事
に
つ
い
て
学

び
た
い
方
、「
一
日
２
回
の
食
事
」

「
肉
・
卵
・
牛
乳
な
ど
を
ほ
と
ん

ど
食
べ
な
い
」
な
ど
の
食
生
活
で

疲
れ
や
す
い
方
、
体
重
が
減
っ
て

き
て
い
る
方
。
男
性
も
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い　

※
糖
尿
病
・
脂

質
異
常
症
・
高
尿
酸
血
症
な
ど
で
、

　

講
師
の
櫻
樹
（
お
う
じ
ゅ
）
こ

と
若
林
宏
誌
氏
は　

歳
の
会
社
員

２７

（
Ｉ
Ｔ
関
連
）
で
す
。
忙
し
く
働

く
傍
ら
、
現
代
邦
楽
を
楽
し
み
、

和
楽
器
の
良
さ
を
広
め
た
い
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
離
れ
る

と
「
箏
（
こ
と
）
弾
き
青
年
」
に

　

配
偶
者
間
や
恋
人
間
に
介
在
す

る
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
〈
Ｄ
Ｖ
〉）
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
講
座
で
す
。
幸
せ
で

あ
る
は
ず
の
ふ
た
り
の
生
活
や
関

係
に
、
息
苦
し
さ
や
怯
（
お
び
）

え
、
お
か
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
し
か
し

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
情
報

わが家わが家のの
地震に対す地震に対するる
備え備えをを
確認しよ確認しようう


